
美郷町で相次ぐクマの出没に対し、放任果樹の伐採や藪払い（やぶばら
い）による環境づくりに挑む当社。地域住民の不安に寄り添い、人と鳥獣
の適切な距離を保つために「命を守る最後の砦」としての重責を担い奔
走しています。今回は、これまで培った経験と誠意で安全な里山づくりを
目指す当社の「揺るぎない覚悟」に迫ります。
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美郷町と連携し挑むクマ被害対策と環境づくり
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美郷町では、2025年4月から現在までに28件のクマの目撃情報が寄
せられています。幸いにも現時点で人的被害は発生していませんが、そ
の多くは柿などの作物を目的とした出没です。特に顕著なのが、収穫さ
れずに放置された「放任果樹」への執着です。柿の実が鈴なりになって
いる木は、クマにとってまるでバイキング形式のレストランのようなもの
です。わざわざ歩き回ってエサを探すよりも、木に登るだけで大量の食
料が得られるため、特定の場所に執着する傾向が見られます。

現場から見えるクマの行動特性

美郷町における出没の主因は、
放置された柿などの「放任果樹」

取締役
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今年度、当社は美郷町から緊急銃猟のハンターとし
て任命を受けました。これは、認定鳥獣捕獲等事業
者としての技術と信頼を評価いただいた結果だと受
け止めています。しかし、緊急銃猟はあくまで最終手
段です。また、実施には「人の日常生活圏への侵入が
あること」「危害防止の措置が緊急に必要であるこ
と」「安全確保が可能であること」「適切な方法での
捕獲・処理が可能であること」という４つの厳しい条
件があります。いざというときのために警察や役場と
連携しながらシミュレーションを重ねていますが、私
たちの本当の願いは「銃を使わずに済むこと」です。
電気さくは非常に有効な手段ですが、通学路や道路
のすべてに設置することは現実的ではありません。
だからこそ、環境整備や一人ひとりの意識改革が必
要です。山に入る際はクマ除けスプレーを携帯する
など、私たち自身も細心の注意を払っています。これ
からも地域の一員として、知恵と技術で人と鳥獣の
適切な距離を保ち続けていきます。

美郷町・緊急銃猟ハンター
としての想い

クマを寄せ付けない環境づくり

現在、新たなアプローチとして「環境整備」に力を
入れています。具体的には、クマを誘引する原因
となっている柿の木の伐採や、収穫作業の支援
です。高齢化が進む地域では、「採りたくても体が
動かない」という理由で果樹を放置せざるを得な
い現状があります。そこで、当社が住民の方々と
協力し、クマを誘引する要因を物理的に減らす取
り組みを進めているのです。

１．放置された果樹の伐採

クマの隠れ場所となる藪の刈り払いも行ってい
ます。山と集落の間に見通しの良い緩衝地帯を
設けることで、クマの侵入を防ぎやすくなり、人の
気配を感じさせることで遭遇を回避する効果も
期待できます。これは単なる受託業務ではありま
せん。地域の担い手不足を補い、町の方々と一緒
になって汗を流す。そうした地域貢献こそが、当
社の目指す姿だと考えています。

２．人がいることを
　 察知させるための藪払い

目撃されたクマの動向

個体の特徴
体重40kgから70kg程度の
子どもや若年個体

出没が多い時期
冬眠前の「食い込み期」にあたる
10月～11月（柿の実が熟すタイミング）

出没の背景
里山にエサがあることを学習した個体が
民家の近くまで下りてきている実情

農家の方々からは、直接的な作物の被害よりも「いつ遭遇する
かわからない」という恐怖心、いわゆる心理的な被害を訴える
声が多く聞かれます。特に危険なのが、親子のクマとの遭遇で
す。親グマと子グマが離れて歩いている際、人間がうっかりそ
の間に入ってしまうと、親グマは子グマを守ろうとして反射的
に攻撃してくる可能性があります。こうした不安を取り除き、住
民の皆様が安心して暮らせる環境を作ることが、私たちの急務
となっています。

当社の役割

住民の不安に寄り添い、
心理的な「被害」を減らす

緊急銃猟

美郷町役場の安田様より
＼当社への期待を込めたメッセージをいただきました！／

美郷町では、地方の直面する著しい人口減少等に起因した社
会活動機能の低下は加速度的に進んでおり、外部の人材を呼
び込み、いかにその能力を暮らしの活動維持、さらには町の魅
力増幅と活力につなげていくことが課題となっています。
美郷バレー協定後、獣害対策の分野において、タイガー株式会
社のノウハウと人材力はその存在感を増しています。昨年は緊
急銃猟制度では全国的に問われているハンター担い手の課題
に対して、認定捕獲等事業者としての存在を町内にとどまらず
多くの自治体に知らしめ、当町の長年主張してきた獣害対策の
担い手問題に一石を投じる年になりました。

長い時間をかけて課題に向き合い、その先に町の公共性の取
り組みと貴社のビジネスで蓄積してきた最大公約数（＝共創・
バレー）が増え、単独では創造できない時代を先取りした町づ
くり・ビジネス・双方の魅力の増幅、さらなる自走につながるも
のと感じています。
昨今のクマ問題は獣害問題で片付けるのでなく、獣害対策そ
れ自体が課題であることを露呈しました。一方で今後、将来の
獣害対策システムの構築という高い公共性と新たなビジネス
チャンスと捉えられ、貴社の更なる活躍と飛躍の年になると確
信しています。

美郷町役場　美郷バレー課・おおち山くじら研究所 安田 亮さん
やす     だ       りょう
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